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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第61期
第２四半期
連結累計期間

第62期
第２四半期
連結累計期間

第61期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 16,438,129 17,091,481 33,931,907

経常利益 (千円) 100,449 30,602 167,971

四半期(当期)純利益 (千円) 59,467 100,555 190,514

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 34,648 2,303 311,139

純資産額 (千円) 7,259,620 7,456,968 7,536,141

総資産額 (千円) 18,022,289 21,078,781 18,838,714

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 7.71 13.05 24.72

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 39.3 34.5 39.0

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) △641,993 △1,512,010 △1,673,643

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △42,335 △247,775 103,948

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) △210,717 2,066,479 622,822

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,922,613 2,179,056 1,871,902

　

回次
第61期
第２四半期
連結会計期間

第62期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 5.80 17.09

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．第61期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社および当社の関係会社)が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

ただし、清算中でありました当社の連結子会社であるキング珈琲㈱は10月14日付で、岩屋サービス㈱は10

月20日付で清算結了いたしました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や設備投資など一部に回復の動きが見ら

れるものの、電力供給の制約に加え、欧州の金融不安や米国の景気低迷などによる円高の進行や株価の低

迷などの影響により、先行き不透明な状況となっております。

当社グループの主力マーケットである食品業界におきましても、景気の先行き不安による消費者の節

約志向などにより、厳しい状況となっております。また、コーヒー業界におきましても、引き続きコーヒー

生豆相場が高値で推移したことで業績に大きな影響を与えることとなり、厳しい経営環境が続いており

ます。

このような状況の中で、当社グループは「THE　GLOBAL　FOOD　MERCHANDISER」をめざすべき企業像とし

て掲げ、最適産地の発掘から製造、流通、マーケティング、品質管理等の全ての工程に関わり合って商品の

価値を高めていく、いわゆるマーチャンダイジング活動に全力を注ぎ、「食」を通じて人々とともに喜び

を共有できる企業をめざしております。

　また、当連結会計年度は新成長戦略（GO　GO　PLAN）を策定し、営業強化(「重点商品の販売拡大」、「顧

客との取組強化」、「海外事業拡大」)、体制強化(「部門・チーム間の連携強化」、「品質体系の確立」、

「物流、人事、財務、情報システム改革」)という強化策に取り組んでおります。

その結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は17,091百万円（前年同期比4.0％増加）となり

ました。一方、利益面につきましては、コーヒー生豆相場および原材料価格高騰の影響等により売上総利

益率が低下いたしましたことから、営業利益は0.8百万円(前年同期比99.1％減少)、経常利益は30百万円

(前年同期比69.5％減少)、四半期純利益は100百万円(前年同期比69.1％増加)となりました。

なお、当第２四半期連結累計期間における各品目別の売上高の状況は次のとおりであります。

①　コーヒー生豆

コーヒー生豆の売上高は販売数量の増加および相場高騰に伴う販売単価の上昇により、3,200百万

円（前年同期比46.3％増加）となりました。
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②　飲料製品および原料

レギュラーコーヒーの売上高は飲料メーカー向け原料および家庭用袋入商品が増加したことによ

り、前年同期比11.8％増加いたしました。インスタントコーヒーの売上高は家庭用袋入商品および飲

料メーカー向け原料が増加したことにより、前年同期比14.9％増加いたしました。茶類の売上高は飲

料メーカー向け原料および家庭用紅茶ティーバッグが減少したことにより、前年同期比22.9％減少

いたしました。その結果、飲料製品および原料の売上高は2,182百万円（前年同期比2.6％減少）とな

りました。

③　常温食品

フルーツや野菜の加工食品の売上高はミカン缶詰およびマッシュルーム缶詰の増加により、前年

同期比2.9％増加いたしました。イタリアからの輸入食品はパスタが増加したものの、オリーブオイ

ルが減少したことにより、前年同期比4.5％減少いたしました。国内メーカー商品の売上高は海外向

け輸出が福島原発事故後に起きた海外での輸入規制、風評被害などの影響で減少したことにより、前

年同期比5.9％減少いたしました。その結果、常温食品の売上高は4,373百万円（前年同期比5.3％減

少）となりました。

④　冷凍食品

水産加工品の売上高はエビ加工品およびタコ加工品が増加したことにより、前年同期比6.8％増加

いたしました。調理加工品の売上高は豚肉加工品が減少したものの、鶏肉加工品が増加したことによ

り、前年同期比4.8％増加いたしました。国内メーカー商品の売上高は国内販売および輸出が減少し

たことにより、前年同期比9.3％減少いたしました。その結果、冷凍食品の売上高は4,511百万円（前

年同期比1.6％増加）となりました。　

⑤　食品原料

食品原料の売上高は塩蔵野菜、水煮野菜および飲料メーカー向けの原料が増加したものの、生鮮野

菜およびトマト加工品が減少したことにより、2,696百万円（前年同期比2.9％減少）となりました。

⑥　その他

　　その他の売上高につきましては、125百万円（前年同期比27.0％減少）となりました。

　
(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、資産合計は21,078百万円となり、前連結会計

年度末に比べ2,240百万円の増加となりました。これは主に売上債権およびたな卸資産の増加によるもの

であります。

負債合計は13,621百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,319百万円の増加となりました。これは主

に借入金の増加によるものであります。

純資産合計は7,456百万円となり、前連結会計年度末に比べ79百万円の減少となりました。これは主に

当第２四半期連結累計期間の四半期純利益100百万円、配当金の支払い77百万円および繰延ヘッジ損益の

減少92百万円によるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年

度末に比べ307百万円増加し、2,179百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は1,512百万円（前年同期に比べ使用した資金は870百万円増加）となり

ました。これは、売上債権の増加額1,026百万円およびたな卸資産の増加額618百万円に対し、仕入債務の

増加232百万円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は247百万円（前年同期に比べ使用した資金は205百万円増加）となりま

した。これは、有形固定資産の取得による支出261百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は2,066百万円（前年同期は210百万円の使用）となりました。これは、借

入金の収支による収入2,272百万円に対し、社債の償還による支出90百万円等によるものであります。

　
(4) 事業上および財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変

更および新たに生じた問題はありません。

　
(5) 研究開発活動

特記すべき研究開発活動はありません。

　
(6) 主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設について

完了したものは、以下のとおりであります。

会社名
事業所名
(所在地)

セグメント
の名称

設備の
内容

投資金額 　
(千円)

完了年月
完成後の
増加能力

関西アライドコー
ヒーロースターズ
㈱

石光商事㈱
物流センター
(大阪市西淀川区)

─ 製造設備 158,970平成23年９月
生産能力
30％増

(注) １.  製造設備は、コーヒーバッグの製造ラインであります。

　２.　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 22,400,000

計 22,400,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,000,000 8,000,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数100株

計 8,000,000 8,000,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年７月１日～
平成23年９月30日

― 8,000 ― 623,200 ― 357,000
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

石光商事従業員持株会 神戸市灘区岩屋南町４－40 426 5.33

石　光　輝　男 神戸市灘区 301 3.77

㈱三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１―１－２ 252 3.16

駒　澤　孝　江 神戸市北区 216 2.71

日米珈琲㈱ 神戸市灘区灘南通６－２－20 204 2.55

㈱トーホー 神戸市東灘区向洋町西５－９ 200 2.50

竹　田　和　平 名古屋市天白区 200 2.50

丸紅㈱ 東京都千代田区大手町１－４－２ 192 2.40

石　光　義　幸 東京都八王子市 178 2.24

石　光　百　合 神戸市灘区 165 2.06

計 ― 2,337 29.22

(注) 上記のほか、自己株式が291千株（所有株式割合3.65％）あります。 

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 291,600

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 7,705,600 77,056 ―

単元未満株式 普通株式 2,800 ― ―

発行済株式総数 8,000,000 ― ―

総株主の議決権 ― 77,056 ―
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② 【自己株式等】

　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
石光商事㈱

神戸市灘区岩屋南町４－40 291,600 ― 291,600 3.65

計 ― 291,600 ― 291,600 3.65

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,974,380 2,279,056

受取手形及び売掛金 ※１
 5,496,238

※１
 6,522,536

商品及び製品 4,068,969 5,140,559

未着商品 859,448 403,529

仕掛品 17,905 7,261

原材料及び貯蔵品 57,378 71,308

その他 320,275 380,297

貸倒引当金 △161,964 △60,957

流動資産合計 12,632,631 14,743,592

固定資産

有形固定資産 2,825,007 2,922,600

無形固定資産 134,269 111,476

投資その他の資産

投資有価証券 2,869,697 2,922,116

その他 711,879 727,024

貸倒引当金 △350,847 △361,211

投資その他の資産合計 3,230,729 3,287,928

固定資産合計 6,190,005 6,322,005

繰延資産 16,077 13,183

資産合計 18,838,714 21,078,781
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,770,963 3,003,122

短期借入金 1,584,000 2,292,000

1年内償還予定の社債 180,000 180,000

1年内返済予定の長期借入金 ※２
 1,051,928

※２
 1,373,728

未払法人税等 59,553 9,686

賞与引当金 129,662 125,084

その他 1,349,133 1,292,753

流動負債合計 7,125,241 8,276,376

固定負債

社債 730,000 640,000

長期借入金 ※２
 2,623,202

※２
 3,865,438

退職給付引当金 111,051 143,723

その他 713,078 696,275

固定負債合計 4,177,332 5,345,437

負債合計 11,302,573 13,621,813

純資産の部

株主資本

資本金 623,200 623,200

資本剰余金 357,000 357,000

利益剰余金 6,449,206 6,472,678

自己株式 △107,398 △107,398

株主資本合計 7,322,008 7,345,480

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 9,771 6,516

繰延ヘッジ損益 15,078 △77,523

その他の包括利益累計額合計 24,850 △71,006

少数株主持分 189,282 182,494

純資産合計 7,536,141 7,456,968

負債純資産合計 18,838,714 21,078,781
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 16,438,129 17,091,481

売上原価 14,207,092 15,037,952

売上総利益 2,231,036 2,053,528

販売費及び一般管理費

貸倒引当金繰入額 40,326 △85,860

報酬及び給料手当 544,001 530,325

賞与引当金繰入額 146,152 117,473

その他 1,406,390 1,490,714

販売費及び一般管理費合計 2,136,870 2,052,652

営業利益 94,165 876

営業外収益

受取利息 2,177 2,083

受取配当金 2,155 1,950

持分法による投資利益 45,897 58,343

受取賃貸料 12,600 10,500

その他 21,060 19,086

営業外収益合計 83,890 91,963

営業外費用

支払利息 49,796 57,573

その他 27,810 4,664

営業外費用合計 77,607 62,238

経常利益 100,449 30,602

特別利益

固定資産売却益 480 －

投資有価証券売却益 4,974 －

貸倒引当金戻入額 703 －

事業譲渡益 － 9,865

特別利益合計 6,157 9,865

特別損失

固定資産除却損 2,765 －

投資有価証券売却損 863 1,977

会員権評価損 － 400

その他 347 －

特別損失合計 3,975 2,377

税金等調整前四半期純利益 102,631 38,090

法人税、住民税及び事業税 45,978 4,656

法人税等調整額 △2,222 △64,708

法人税等合計 43,756 △60,051

少数株主損益調整前四半期純利益 58,874 98,142

少数株主損失（△） △592 △2,413

四半期純利益 59,467 100,555
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 58,874 98,142

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △10,488 △983

繰延ヘッジ損益 △22,295 △92,602

持分法適用会社に対する持分相当額 8,557 △2,252

その他の包括利益合計 △24,226 △95,838

四半期包括利益 34,648 2,303

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 35,243 4,698

少数株主に係る四半期包括利益 △595 △2,395
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 102,631 38,090

減価償却費 100,231 122,501

貸倒引当金の増減額（△は減少） 26,563 △90,642

賞与引当金の増減額（△は減少） 32,403 △4,577

退職給付引当金の増減額（△は減少） 43,391 32,671

受取利息及び受取配当金 △4,332 △4,033

支払利息 49,796 57,573

為替差損益（△は益） 4,299 △460

持分法による投資損益（△は益） △45,897 △58,343

固定資産売却損益（△は益） △480 －

固定資産除却損 2,765 －

投資有価証券売却損益（△は益） △4,111 1,977

売上債権の増減額（△は増加） △258,300 △1,026,298

たな卸資産の増減額（△は増加） △864,831 △618,957

仕入債務の増減額（△は減少） 249,318 232,158

その他の資産の増減額（△は増加） 1,022 9,560

その他の負債の増減額（△は減少） 110,753 △78,661

その他 5,332 △16,973

小計 △449,443 △1,404,415

利息及び配当金の受取額 5,789 5,443

利息の支払額 △51,100 △57,815

法人税等の支払額 △147,240 △55,223

営業活動によるキャッシュ・フロー △641,993 △1,512,010

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △0 △0

定期預金の払戻による収入 － 2,478

有形固定資産の取得による支出 △32,645 △261,836

無形固定資産の取得による支出 △9,825 △3,744

投資有価証券の取得による支出 △1,906 △1,665

投資有価証券の売却による収入 12,566 2,943

貸付けによる支出 △6,712 －

貸付金の回収による収入 467 787

その他の支出 △7,279 △12,473

その他の収入 3,000 25,735

投資活動によるキャッシュ・フロー △42,335 △247,775
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 610,000 1,530,000

短期借入金の返済による支出 △115,600 △822,000

長期借入れによる収入 － 2,100,000

長期借入金の返済による支出 △504,426 △535,964

社債の償還による支出 △90,000 △90,000

リース債務の返済による支出 △28,587 △33,781

自己株式の取得による支出 △22 －

配当金の支払額 △77,687 △77,382

少数株主への配当金の支払額 △4,393 △4,393

財務活動によるキャッシュ・フロー △210,717 2,066,479

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,291 460

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △899,338 307,154

現金及び現金同等物の期首残高 2,821,952 1,871,902

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,922,613

※１
 2,179,056
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

※１  手形割引高

　

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

受取手形割引高 422,644千円 36,284千円

輸出手形割引高 68,109千円 42,963千円

　

※２　財務制限条項

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

当社の借入金のうち、㈱三井住友銀行をエージェ

ントとするシンジケートローン契約による長期借

入金1,160,000千円（うち、１年内返済予定の長期

借入金280,000千円）には、財務制限条項が付され

ており、下記の財務制限条項のいずれかに抵触し

た場合には、当該借入金の借入先に対し該当する

借入金額を一括返済する義務を負うこととなって

おります。

(1) 各年度の末日及び第2四半期会計期間の末日に

おいて、借入人の報告書等に記載される単体の

貸借対照表における純資産の部の合計金額

（「新株予約権」及び「繰延ヘッジ損益」の

合計金額を控除した金額とする。）を平成19年

3月決算期の末日における純資産の部の合計金

額（「新株予約権」及び「繰延ヘッジ損益」

の合計金額を控除した金額とする。）の75％以

上に維持すること。　

(2) 各年度の末日及び第2四半期連結会計期間の末

日において、借入人の報告書等に記載される連

結貸借対照表における純資産の部の合計金額

（「新株予約権」、「繰延ヘッジ損益」、及び

「少数株主持分」の合計金額を控除した金額

とする。）を平成19年3月決算期の末日におけ

る純資産の部の合計金額（「新株予約権」、

「繰延ヘッジ損益」、及び「少数株主持分」の

合計金額を控除した金額とする。）の75％以上

に維持すること。

(3) 平成21年3月期以降の各年度の末日において、

借入人の報告書等に記載される単体の損益計

算書における経常損益を2期連続で損失としな

いこと。

(4) 平成21年3月期以降の各年度の末日において、

借入人の報告書等に記載される連結損益計算

書における経常損益を2期連続で損失としない

こと。

当社の借入金のうち、㈱三井住友銀行をエージェ

ントとするシンジケートローン契約による長期借

入金1,020,000千円（うち、１年内返済予定の長期

借入金280,000千円）には、財務制限条項が付され

ており、下記の財務制限条項のいずれかに抵触し

た場合には、当該借入金の借入先に対し該当する

借入金額を一括返済する義務を負うこととなって

おります。

(1) 各年度の末日及び第2四半期会計期間の末日に

おいて、借入人の報告書等に記載される単体の

貸借対照表における純資産の部の合計金額

（「新株予約権」及び「繰延ヘッジ損益」の

合計金額を控除した金額とする。）を平成19年

3月決算期の末日における純資産の部の合計金

額（「新株予約権」及び「繰延ヘッジ損益」

の合計金額を控除した金額とする。）の75％以

上に維持すること。　

(2) 各年度の末日及び第2四半期連結会計期間の末

日において、借入人の報告書等に記載される連

結貸借対照表における純資産の部の合計金額

（「新株予約権」、「繰延ヘッジ損益」、及び

「少数株主持分」の合計金額を控除した金額

とする。）を平成19年3月決算期の末日におけ

る純資産の部の合計金額（「新株予約権」、

「繰延ヘッジ損益」、及び「少数株主持分」の

合計金額を控除した金額とする。）の75％以上

に維持すること。

(3) 平成21年3月期以降の各年度の末日において、

借入人の報告書等に記載される単体の損益計

算書における経常損益を2期連続で損失としな

いこと。

(4) 平成21年3月期以降の各年度の末日において、

借入人の報告書等に記載される連結損益計算

書における経常損益を2期連続で損失としない

こと。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関

係は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

現金及び預金勘定 2,020,091千円 2,279,056千円

預入期間が３か月を超える
定期預金及び担保提供預金

△97,477千円 △100,000千円

現金及び現金同等物 1,922,613千円 2,179,056千円

　

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月27日
取締役会

普通株式 77,084 10.00平成22年３月31日 平成22年６月15日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月26日
取締役会

普通株式 77,083 10.00平成23年３月31日 平成23年６月15日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。

　

EDINET提出書類

石光商事株式会社(E02952)

四半期報告書

19/22



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

当社グループは、食品関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

当社グループは、食品関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 7円71銭 13円05銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 59,467 100,555

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 59,467 100,555

普通株式の期中平均株式数(千株) 7,708 7,708

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

(連結子会社の清算結了)

清算中でありました当社の連結子会社であるキング珈琲㈱は10月14日付で、岩屋サービス㈱は10月20日付で清

算結了いたしました。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。

　

２ 【その他】

　

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
　

平成23年11月９日

石　光　商　事　株　式　会　社

取　　締　　役　　会　　　御　　中

　
有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ 　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　　片　　岡　　　茂　　彦　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　　岡　　本　　健　一　郎　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている石光
商事株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平
成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、石光商事株式会社及び連結子会社の平成23年
９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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